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シミズグループは、建設事業の枠を超えた不断の

自己変革と挑戦、多様なパートナとの共創を通じて、

時代を先取りする価値を創造（スマートイノベーション）し、

人々が豊かさと幸福を実感できる、

持続可能な未来社会の実現に貢献します。

シミズグループは、３つのイノベーションの融合により

新たな価値を創造する、スマートイノベーションカンパニーを目指します。
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温故創新の森
Smart Innovation Ecosystem

©Copyright 2023 Shimizu Corporation

温故創新_ものづくりの原点に立ち返り進取の精神を育み

森が生態系（Ecosystem）を形成するように、全5施設がそれぞれ

自立かつ連携し合うことでイノベーションを生み出す場とする
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ラテン語の「創作する、新しくする」



SITE

JR京葉線 潮見駅

32,233.97 m2

Ｎ

東京都 江東区 潮見二丁目８番20



旧渋沢家住宅（江東区指定文化財）清水建設歴史資料館

発注者 ：清水建設株式会社
設計者 ：清水建設株式会社
施工者 ：清水建設株式会社
建物用途 ：事務所
敷地面積 ：32,233.97 m2
建築面積 ：13,199.30 m2
延床面積 ：22,318.59 m2
規模 ：地下1階、地上4階、塔屋なし
工期 ：2021年5月6日～2023年11月30日

潮見駅





Catalyze

Cogitate

Co-create

Communicate 検証と実践社会実装

Discover Define

Scale Refine

課題の発見 仮説の立案



Discover Define

Scale

Refine

社会実装

課題の発見 仮説の立案 検証と実践



Discover Define

Scale Refine

空間からイノベーションのマインドセットを働きかける



Head Office

フリーアドレス → “ノーアドレス”
什器は全て可動式で、アドレスを持たないフレキシブルな計画



構造実験や材料実験の基礎研究と、ロボティクスとデジタルファブリケーションの研究を行う施設



ものづくりの原点と、これからのデジタルなものづくりを研修する施設



当社の保有する歴史資料を展示し、創業からの歩みと建設業を振り返ることができる施設



出典:清水建設工事年鑑 出典:清水建設工事年鑑 出典:三田綱町渋沢邸解体工事アルバム帖 出典:奇跡の建築

深川福住町
1876年～1908年

三田綱町
1905年～1929年 福住町から綱町への移築

青森県六戸町
1991年～2018年

三田綱町
1929年～1946年 昭和の大改造

三田綱町
1946年～1990年 大蔵省への物納

（旧渋沢家住宅）

二代  清水喜助

二代清水喜助が手掛けた現存する唯一の建物 江東区指定文化財

福住町
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①ネット・ゼロ・エネルギー・ソサエティ（ ZES ）
再生可能エネルギー設備の概要
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ネット・ゼロ・エネルギー・ソサエティ（ ZES ）

建物単体のゼロ・エネルギー化であるZEBに加え、
複数建物（街区）でゼロ・エネルギーを実現する

ネット・ゼロ・エネルギー・ソサエティ（ZES）を目指す
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温故創新の森NOVAREに導入した環境技術

各棟の使い方に合わせた自立と連携により様々な環境技術を導入

省エネ 蓄エネ 創エネ ＤＸ

事務室
会議室

会議室
事務室

監視室

MR

MR

MR
H2

『ＺＥＢ』
ネット・ゼロエネルギービル

交流連系

高効率熱源

日射遮蔽ルーバー

冷水蓄熱槽

地中熱設備

温水蓄熱槽

水素利用設備

超個別空調システム
「ピクセルフロー」

室内環境ナビゲーションシステム

ＡＩスマートCEMS

自然換気

熱融通 熱融通

交流連系

Hub

クラウド

建物ＯＳ
CGS

太陽光発電
太陽光集熱

コージェネレーション

高効率熱源 DC

直流連系

直流給電
システム

★ ★

★

★
★

★

★

★

★

★
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エネルギー供給システム
本施設は用途の異なる5棟で構成されており

小さなまちと見立て建物間でのエネルギー融通が可能なシステムを構成

エネルギー融通システム

Hubで一括高圧受電し各棟のサブ変に供給
分散設置された太陽光発電、蓄電池、コージェネ
レーションと連携、更に水素設備を導入

電源供給計画

熱供給計画

各棟に熱源設備を分散設置し、それらを熱融通
配管で接続することで双方向の熱供給が可能
電気・ガス機器の他に再生可能エネルギー、
コージェネ排熱、蓄熱槽も活用

施設全体のエネルギー融通イメージ



再生可能エネルギー設備の概要

太陽集熱パネル 太陽光発電パネル

太陽光発電

■仕様
 ●パネル ：単結晶シリコン
 ●枚数 ：1170枚
 ●容量 ：368.55kW
 

■概要
 ●年間発電電力量
 約321MWh/年（施設年間消費電力の32%程度）

 ●敷地での余剰電力は水素に変換して貯蔵

太陽集熱

■概要
 ●敷地内の温水として利用
 ●年間取得熱量
約316,395MJ/年

■仕様
 ●集熱器 ：真空二重ガラス管
 ●熱交換器 ：プレート式
 ●面積 ：120m3

 ●熱交換量 ：68kW

自然換気 地中熱

■概要
 ●中温冷水として供給
 ●直接利用またはヒートポンプ熱源水利用
 ●蓄熱槽をクッションタンクとして放熱量を調整

■仕様
 ●集熱器 ：地中コイル
 ●熱交換器 ：プレート式
 ●亘長 ：900ⅿ
 ●熱交換量 ：21kW

地中熱コイル
（建物地下）

自然換気

Hub Lab

■概要
 ●大空間のダイナミックな自然換気を実現
 ●自然換気シミュレーションにより効果を確認
 ●日射遮蔽ルーバーで直達日射を熱負荷を低減
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②複数棟で空調熱エネルギーを融通する街区熱融通システム
「ネツノワ」



街区熱融通システム「ネツノワ」
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建物単体の熱供給＋地域冷暖房 複数建物の熱融通
工場

熱  源

建物単体の熱供給
（自己熱源）

街区熱融通
（自己熱源+熱融通配管）

オフィス

熱  源

ホテル

熱  源

［課題］
・地域への熱搬送
エネルギーの増加

［課題］
・未利用エネルギーの
活用が難しい

［課題解決］
・低負荷時は熱源運転を集約し、効率を向上
・高負荷時は自己熱源から直接供給し、熱搬送効率を向上
・分散設置された再生可能・未利用エネルギーの融通が可能

熱源効率

熱搬送

再生可能・未利用
エネルギーにより

エネルギー
プラント

地域冷暖房
（エネルギープラント）

工場

熱  源

オフィス

熱  源

ホテル

熱  源

ホテル

熱  源

オフィス

熱  源

オフィス

熱  源

熱源効率

熱搬送

熱源効率

熱搬送

ホテル オフィス

オフィス

再生可能
エネルギー

地中熱太陽熱

再生可能
エネルギー

排熱

建物単体の熱供給 地域冷暖房 街区熱融通

未利用
エネルギー

「街区」を対象とし、熱源機の消費電力の省エネ分と
熱融通によるポンプ動力増加分の最適化を図る



街区熱融通システム「ネツノワ」
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電気熱源

CGS廃熱

ﾌﾘｰｸｰﾘﾝｸﾞ

太陽集熱

蓄熱槽

水素廃熱

地中熱

今までのまち

電気熱源

電気熱源

双方向熱融通配管

電気熱源

分散設置された熱エネルギー源を双方向熱融通配管により接続
熱融通を行うことで施設全体の高効率化を目指す



AIスマートCEMSの処理フロー
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熱源運転実積
運転履歴データ等
（計測・計量実積）

外部情報
気象予報

施設利用情報

熱需要予測（AI予測）

運転計画策定（線形計画法）

内部情報
空調運転情報
位置情報

運転計画（直前の実績値による補正も含む）

中央監視（BECSS）、自動制御

予測結果出力（30分ごとに24時間分）

熱源機器

運転信号運転データ

入力（当日補正） 入力 入力

熱需要予測システムにより熱需要を予測、
運転計画システムにより分散設置された熱源機器の最適運転計画を出力



熱需要予測 - AI予測 -
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従来の当社EMS AIスマートCEMS

熱需要実績

• 空調稼働率
• 室内温度
• 棟別のデータ
• 実験スケジュール
• 空調最適化データ

• 気温
• 湿度
• 日射量

予測対象

LSTM：時系列変動の学習

ResNet：波形の学習

再起型
ニューラルネットワーク

再起型
ニューラルネットワーク

再起型
ニューラルネットワーク

時系列による
予測結果

波形による
予測結果

最終的な
予測結果

畳み込み
ニューラルネットワーク

畳み込み
ニューラルネットワーク

畳み込み
ニューラルネットワーク
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グラフ タイトル
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13

15

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

グラフ タイトル

過去と未来の関係を学習

波形を画像として学習

• 統計的に類似日から算出
• 三層ニューラルネットワーク

熱源運転実積+気象＋施設利用

• アンサンブルモデルを利用し精度向上

熱源運転実積＋気象＋施設利用
＋空調運転情報＋位置情報

Input Output
月単位変動

週単位変動

日単位変動



運転計画策定 - 線形計画法 -
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1
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5

5% 25% 45% 65% 85% 105%

運
転
効
率
(C
O
P
)

負荷率 [%]

運転領域
（想定）

Academy Archives

Hub

Lab

熱源
停止

熱源 停止

熱源
停止

熱源

高効率運転

• 計算時間が長い
• 熱源台数の最適化

• 線形計画法を用いて、30分毎に計算
• 熱源台数・容量制御・熱搬送の最適化

従来のEMS AIスマートCEMS
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③水素サプライチェーンに対応した建物付帯型水素設備
「Hydro Q-Bic TriCE」
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水素利用システム「Hydro Q-BiC TriCE」

●清水建設が目指す水素社会の
エネルギーシステム

産総研 郡山 清水建設北陸支店

太陽光発電 64kW 140kW 370kW
水素製造装置 5Nm3/h 10Nm3/h 10Nm3/h

水素吸蔵合金タンク 80Nm3
1300Nm3

（うちBCP用650Nm3）
450Nm3

（標準：200Nm3 急速：250Nm3）

燃料電池 14kW 100kW(交流) 30kW（直流）

蓄電池 20kW（20kWh） 50kW（100kWh） 100kW（250kWh）

自動運転技術（スマートBEMS） ●（日～週間運用） ●（週間～季節運用） ●（月間～年間運用）

パッケージ化 ●（コンテナイン） ●（ビルイン） ●（ビルイン）

安全設計技術（漏洩対策、耐震固定） ●（漏洩検知、換気） ● ●

停電時の電源利用 ●（技術検証） ● ●

遠隔監視技術（トラブル対応） ● ●

オフサイト再エネ水素の融通 ●（技術検証） ー ●

電力 陸上輸送

水素製造 水素貯蔵

H2

水素発電
（燃料電池）需要家

NOVAREにて実証

水素パイプライン

再生可能
エネルギー

H2

海上輸送

水素貯蔵

電力
電力 電力

郊外電力網 都市電力網
再生可能
エネルギー

水素受給のため
急速充填型タンクを利用自家製造水素の充填のみ

●新たなエネルギーサプライ
チェーンに対応した水素設備
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代表的合金：着火するため危険物に該当

オリジナル吸蔵合金：着火せず危険物非該当

MPa

適用除外範囲

水素貯蔵量

法的縛りの少ない、安心・安全で管理しやすい
建物付帯型水素エネルギー利用システム

水素吸蔵合金

・当社と産業技術総合研究所で共同開発
・着火せず消防法（危険物）適用除外
・レアアースを不使用

・吸蔵・放出の動作温度が15～50℃
・1MPa未満で圧力制御するため
高圧ガス保安法適用除外

オリジナル合金 管理しやすい温度・圧力
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Li蓄電池

水素製造装置 水素貯蔵装置 燃料電池

太陽光発電

買電

水素EMS

直接利用

余剰電力

熱

温水蓄熱槽

車両搬送

急速充填貯蔵装置
各種設備

DC DC

電力

水素EMSによる太陽光発電予測、電力・熱負荷予測を行い、水素設備を最適制御
オフサイトからの水素融通を受けることでさらなる再エネ利用量の拡大を実現

水素エネルギーマネジメントシステム

電力

電力

電力

電力

熱 熱

水素

水素

水素

水素
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Li蓄電池

水素
製造装置

水素
貯蔵装置

燃料
電池

直接

余剰

Li蓄電池

水素
製造装置

水素
貯蔵装置

燃料
電池

太陽光
発電 直接

余剰

休日

平日

太陽光
発電

買電電力

太陽光
直接電力

水素製造

Li蓄電

Li放電

構内需要

太陽光
発電電力

凡例

kW

h

kW

h Li放電

燃料電池電力

燃料電池
電力

電力

電力

電力

電力

電力

電力

電力水素

水素設備運用パターン
買電

電力

買電

電力
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③構内配電の省エネを行う直流配電システム
「直流マイクログリッド」
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直流マイクログリッド
直流ー交流変換を無くし電気ロスを削減

街区、高層ビルなど発電装置と負荷が離れている場合を想定した配電技術の実証

機器効率向上や運転の最適化に加えて、配電・給電技術での省エネを加えたZESの推進

「創る」発電装置、「使う」負荷が偏在した敷地において、
直流で「配る」棟間連系を可能とした直流マイクログリッドを構築

FC

H2

燃料電池

水素製造装置

直流照明

USB

直
流
母
線

DC

DC

DC

DC

DC

直流分電盤

直流連系線

340V DC

DC

太陽光発電設備

受変電設備

DC
AC

+

－
LiDC

DC

蓄電池

DC

直流分電盤 直流照明

直
流
母
線

DC

DC

DC

DC

ELV EV

将来対応範囲

太陽光

発電設備

DC
DC DC

AC DC
AC

DC
AC

DC
DC

DC
DC

太陽光

発電設備

DC
DC

DC
DC

DC
DC

直流(DC)

交流(AC)

変換回数が多く

ロスが多い

変換回数が少なく

ロスが少ない

電気を使う・創るプロセス

環境省「平時の省CO2と災害時避難施設を両立する
直流による建物間融通支援事業」R3年度 補助金採択



街区レベルでの直流マイクログリッドと機器の直流化による省CO2効果の実証を行う
１．直流ﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞ実証 ⇒ 発電装置と負荷が偏在している場合を想定した電力融通＋商用停電時の自立運転
２．直流化省CO2実証 ⇒ 機器効率向上、再生可能電源活用、送電ロス低減によるCO２削減効果の実証

36

直流設備概要
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DC

DC分電盤
USB

燃料電池

水素製造装置

太陽光発電設備

DC

DC分電盤 DC照明

受変電設備

蓄電池

直流
連系線

NOVARE Hub

創

創

使

使 使

蓄

FC

H2

PV

直
流
母
線

直
流
母
線

DC照明

NOVARE Lab

DC340V

「創る」発電装置、「蓄える」蓄エネ装置、「使う」負荷、が偏在した敷地において、
直流で「配る」棟間連系を可能とした直流ﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞを構築

多段変換ロスや送電ロス低減に寄与

直流設備系統図
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直流設備系統図

DC

DC分電盤
USB

燃料電池

水素製造装置

太陽光発電設備

DC

DC分電盤 DC照明

受変電設備

蓄電池

直流
連系線

創

創

使

使 使

蓄

FC

H2

PV

直
流
母
線

直
流
母
線

DC照明

DC340V

日中の太陽光発電が発電している時
Hub⇐Labへ電力供給

NOVARE Hub NOVARE Lab
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直流設備系統図

DC

DC分電盤
USB

燃料電池

水素製造装置

太陽光発電設備

DC

DC分電盤 DC照明

受変電設備

蓄電池

直流
連系線

創

創

使

使 使

蓄
H2

PV

直
流
母
線

直
流
母
線

DC照明

DC340V

夜間や曇りなど太陽光発電が発電していない時
Hub棟⇒Lab棟へ電力供給

FC

NOVARE Hub NOVARE Lab



■施設コンセプト・概要

©Copyright 2023 Shimizu Corporation

①複数棟で空調熱エネルギーを融通する街区熱融通システム
「ネツノワ」

②個人の好みに合わせた空調を実現する超個別空調システム
「ピクセルフロー」

③水素燃料電池等の再エネ電力を効率的に送電する直流配電システム
「直流マイクログリッド」

■主な環境技術の紹介

■今後の展望
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多くの要素技術を導入することでBELS認証における全棟ZEB化を実現

＋グリーン水素活用によるオフサイト水素融通＋直流給電システム＋α
実運用時のゼロ・エネルギー街区の検証を行う

2735

▲2780

Hub Academy ArchivesLab

『ZEB』

一次エネルギー消費量（GJ/年）

効率化設備（ GJ/年）

7237

Nearly ZEB Nearly ZEB Nearly ZEB：基準値

：一次エネルギー消費量

：一次エネルギー消費削減量

▲174

-45 935 1456一次エネルギー計画値（ GJ/年） 720

BEI値 0 0.22 0.20 0.22

棟別の一次エネルギー計画値

1302

▲367

4276

1630

7466

1000

▲280

3389

ゼロ・エネルギー街区

：水素＋直流＋αによる削減分[将来分]



サステナブル社会の実現を目指して
街区熱融通システム 超個別空調システム

地中熱 太陽集熱 太陽光発電

自然換気

自然エネルギー利用 水素利用システム 直流マイクログリッド 自動火災検知放水システムPoE照明

環境 × DX の実証

Hydro QｰBic®

NOVARE Hub NOVARE Lab NOVARE Academy NOVARE Archives 旧渋沢邸

ネツノワ ピクセルフロー

慈雨



設計フェーズ 導入フェーズ 発信フェーズ検証フェーズ

技術開発

設備設計

EMS設計

機器設置

試運転調整

コミッショニング

エネルギー評価

自立運転評価

運転計画評価

新聞・雑誌発表

学会発表

見学会

CASBEE-新築
ウェルネスオフィスLEED WELL

BELS

プラチナ取得 プラチナ取得
★★★★★

『ZEB』取得 Sランク取得

環境認証制度

プレス発表
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環境認証および検証と発信

各種導入技術の省CO2効果を実証・検証
街区レベルでの導入例として社外へ発信

※NOVARE Hubでの実績



Fin.

ご清聴ありがとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 街区熱融通システム「ネツノワ」
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44

